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「
海
部
軍
団
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、

マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
。
日

商
岩
井
の
権
力
者
海
部
某
氏
を
頂
点
と

す
る
利
権
集
団
を
さ
す
こ
と
ば
の
よ
う

で
あ
る
。
い
わ
ば
利
権
に
よ
っ
て
結
ば

れ
た
一
つ
の
人
脈
で
あ
る
。
利
権
を
き

ず
な
と
す
る
か
ぎ
り
、
利
得
関
係
の
崩

壊
と
と
も
に
、
集
団
も
ま
た
く
ず
れ
さ

る
。
か
つ
て
日
本
の
大
学
に
も
、

軍
団
的
権
力
構
造
は
存
在
し
た
。
垂

い
や
、
現
代
で
も
そ
の
後
造
は
ゞ

根
強
く
存
在
し
て
も
い
よ
う
。
｜

「
白
い
巨
塔
」
な
ら
ぬ
微
塔
は
、
｜

ま
だ
数
多
く
残
っ
て
い
る
に
違
一

い
な
い
。
立
命
館
大
学
は
、
い

ち
は
や
く
こ
の
塔
を
意
図
的
に
解
体
し

た
。
文
学
部
に
か
ぎ
っ
て
言
え
ば
、
専

攻
ご
と
の
主
任
体
制
の
改
善
で
あ
る
。

「
主
任
教
授
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
も

は
や
立
命
館
大
学
に
は
存
在
し
な
い
。

専
攻
主
任
は
、
教
授
が
輪
番
で
こ
れ
に

当
た
っ
て
い
る
。
専
攻
主
任
は
、
か
っ

て
の
助
手
が
そ
の
任
務
と
し
た
業
務
に

専
攻
と
い
う
名
の
秩
序

こ
れ
を
処
理
す
る
の
も
専
攻
主
任
の
業

務
で
あ
る
。
専
攻
主
任
は
、
人
事
の
公

正
・
適
正
を
期
す
る
た
め
に
、
こ
れ
を

、
、
、

専
攻
会
議
に
図
っ
て
処
理
す
る
。
大
学

か
ら
の
求
人
だ
け
で
は
な
く
、
高
等
学

校
な
ど
か
ら
の
求
人
へ
の
対
応
も
同
様

で
あ
る
。
日
常
的
身
辺
的
な
諸
問
題
も
、

こ
の
方
式
に
よ
っ
て
処
理
し
て
い
る
。

も
当
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
か
つ
て

の
「
学
園
紛
争
」
の
結
果
が
も
た
ら
し

た
学
園
民
主
化
の
貴
重
な
成
果
の
一
つ

で
あ
る
。

例
年
、
立
命
館
大
学
文
学
部
に
も
、

多
く
の
大
学
か
ら
専
任
教
員
の
公
募
が

来
る
。
日
本
文
学
専
攻
に
も
、
全
国
の

国
公
私
立
大
学
か
ら
の
公
募
が
あ
る
。
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潤

あ
え
て
民
主
主
義
な
ど
と
い
う
こ
と
ば

を
必
要
と
は
し
な
い
が
、
こ
の
こ
と
が

人
間
関
係
や
学
問
・
研
究
の
向
上
に
寄

与
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
専

任
教
員
は
、
卒
業
生
の
方
盈
や
院
生
・

学
部
学
生
に
対
し
て
、
つ
ね
に
等
距
離

で
あ
ろ
う
と
す
る
発
想
も
、
こ
こ
か
ら

生
ま
れ
て
い
る
。
人
脈
へ
の
定
住
は
、

一
つ
の
旧
態
に
よ
る
調
和
で
は

》
あ
っ
て
も
、
美
徳
で
は
な
い
。

一
私
は
か
つ
て
「
日
本
文
学
会
一
一

一
ユ
ー
ス
」
比
・
釦
で
、
「
一
つ
の

一
笑
顔
、
一
つ
の
握
手
と
同
時
に
、

一
私
た
ち
は
相
互
に
峻
烈
な
批
判

者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

自
戒
し
た
が
、
も
と
よ
り
批
判
は
誹
誘

で
は
な
い
。
多
様
な
学
風
を
期
待
し
た

新
し
い
専
攻
づ
く
り
も
意
図
し
て
い
る
。

「
立
命
館
大
学
日
本
文
学
会
」
に
結
集

さ
れ
る
皆
様
方
の
ご
援
助
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。
「
立
命
館
大
学
日
本

文
学
会
」
の
ビ
ス
タ
・
ビ
ジ
ョ
ン
も
、

皆
様
と
と
も
に
模
索
し
た
い
。
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